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ョ
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一

正
散
弾
遥
ン
緒
堕

は
じ
め
に

「
中
国
地
方
に
は
大
河
と
よ
ば
れ
る
よ
う
な
川
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
多

く
が
起
伏
の
多
い
山
ひ
だ
の
間
を
流
れ
、
海
岸
近
く
に
多
少
の
平
野
を
つ
く
っ

て
海
に
入
っ
て
い
る
。
」
　
こ
れ
は
日
本
を
代
表
す
る
民
俗
学
者
で
あ
る
宮
本
常

一
が
編
著
者
と
な
っ
て
出
版
さ
れ
た
著
書
『
川
の
道
』
　
Ⅲ
に
記
述
さ
れ
て
い
る

文
章
で
あ
る
。
中
国
山
地
で
は
丘
の
よ
う
な
な
だ
ら
か
な
山
波
が
続
き
、
そ
れ

ゆ
え
に
か
つ
て
は
、
中
山
間
地
域
を
場
と
し
て
農
業
や
畜
産
業
が
営
ま
れ
、
山

間
城
で
は
鉄
や
銀
を
扱
っ
た
鉱
業
や
林
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
農
林
業
・
鉱
業

を
中
心
と
し
た
日
々
の
営
み
の
も
と
で
山
間
に
多
く
の
人
々
が
住
み
、
そ
こ
で

の
生
活
は
山
間
を
縫
う
河
川
を
利
用
し
た
水
運
や
利
水
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
た
。こ

の
様
相
は
戦
後
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
以
降
の
工
業
近
代
化
の
も
と
で
大

き
く
変
化
す
る
。
阪
神
工
業
地
帯
と
北
九
州
工
業
地
帯
に
挟
ま
れ
た
中
国
地
方
、

特
に
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
は
、
セ
メ
ン
ト
、
造
船
・
鉄
鋼
、
石
油
化
学
な
ど
の
大

き
な
設
備
投
資
を
必
要
と
す
る
重
厚
長
大
型
の
産
業
が
大
都
市
圏
か
ら
あ
ふ
れ

出
す
か
の
よ
う
に
誘
致
さ
れ
、
結
果
と
し
て
山
間
か
ら
多
く
の
労
働
力
を
吸
収

し
た
。
ま
た
、
河
川
は
工
業
用
水
や
生
活
用
水
な
ど
の
利
水
や
、
下
流
域
の
住

民
の
安
全
確
保
の
た
め
に
人
工
的
な
手
が
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
時
期
に

薪
炭
か
ら
石
油
へ
と
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
変
化
し
て
山
間
で
の
林
業
が
衰
退
し
、

併
せ
て
米
を
含
む
食
料
の
海
外
輸
入
や
高
齢
化
・
後
継
者
難
に
よ
っ
て
農
業
も

危
機
的
状
況
に
置
か
れ
つ
つ
あ
る
。
工
業
近
代
化
に
よ
る
製
造
業
な
ど
二
次
産

業
の
成
長
は
、
山
間
の
一
次
産
業
の
犠
牲
の
も
と
で
進
行
し
た
も
の
と
言
え
る
。

そ
し
て
今
、
そ
の
二
次
産
業
が
大
変
な
状
況
を
迎
え
て
い
る
。
中
国
地
方
に

お
け
る
鉄
鋼
や
自
動
車
な
ど
の
産
業
は
こ
れ
ま
で
の
慣
性
に
乗
っ
て
、
現
在
ま

で
は
か
ろ
う
じ
て
〓
疋
の
水
準
を
維
持
し
、
中
国
地
方
に
住
む
人
々
に
一
定
の

所
得
を
保
証
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
荒

波
は
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
ジ
ア
N
∵
1
E
S
諸
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

の
追
い
上
げ
は
め
ざ
ま
し
く
、
多
く
の
企
業
は
海
外
に
進
出
し
て
い
る
。
そ
れ

に
加
え
て
中
国
(
C
h
i
n
a
)
　
と
台
湾
の
W
T
O
へ
の
同
時
加
盟
は
中
国
地
方
の

み
な
ら
ず
、
日
本
経
済
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の

中
国
地
方
の
経
済
社
会
の
発
展
に
と
っ
て
、
今
後
歩
む
べ
き
方
向
が
不
透
明
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
意
識
的
に
明
確
な
ど
ジ
ョ
ン
を
措
き
、
検
討
の
素
材
提
供
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を
す
る
こ
と
の
意
義
は
少
な
く
な
い
も
の
と
考
え
る
。

以
上
の
問
題
認
識
の
も
と
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
戦
後
に
お
け
る
中
国
地

方
の
工
業
開
発
の
様
相
を
ま
と
め
、
課
題
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

内
容
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
中
国
地
方
に
お
け
る
発
展
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

近
代
産
業
化
の
進
行
と
経
済
社
会
の
変
容

一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
入
る
と
、
わ
が
国
の
資
本
や
貿
易
の
自
由
化
を
に
ら

み
、
産
業
構
造
の
高
度
化
の
た
め
に
重
化
学
工
業
化
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ま

で
は
、
繊
維
や
食
料
品
等
の
軽
工
業
が
中
心
的
な
産
業
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以

後
は
鉄
鋼
や
化
学
、
機
械
等
の
重
化
学
工
業
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
「
一

た
。
わ
が
国
の
産
業
は
加
工
貿
易
を
基
本
と
す
る
こ
と
か
ら
、
原
材
料
や
製
品

の
海
上
輸
送
が
重
視
さ
れ
、
臨
海
地
城
の
適
地
に
工
場
が
求
め
ら
れ
た
。

ま
ず
、
隣
接
し
た
近
幾
圏
に
お
い
て
は
、
繊
維
工
業
の
低
迷
が
続
く
中
、
い

か
に
経
済
の
地
盤
沈
下
を
く
い
止
め
る
か
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九

七
〇
年
に
は
大
阪
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
さ
ら
に
大
阪
湾
の
重
化
学
工
業

化
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、
一
九
五
八
年
の
新
日
鉄
の
誘
致
を
ス
タ
ー
ト
と
し

て
　
「
堺
・
泉
北
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」
　
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
に
は
鉄
鋼
・
電

力
・
ガ
ス
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
石
油
・
石
油
化
学
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
つ
く
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
川
崎
製
鉄
・
神
戸
製
鋼
・
三
菱
重
工
業
・
川
崎
重
工
業
を
は

じ
め
と
す
る
「
阪
神
地
区
」
や
、
新
日
鉄
・
川
崎
製
鉄
二
二
菱
電
機
・
石
川
島

播
磨
重
工
業
・
関
西
電
力
な
ど
が
立
地
す
る
「
播
磨
地
区
」
、
さ
ら
に

0　特定重要港湾

・　1要港湾(一部)

⑳四大ユ業地帯

含◎新塵兼書肺

魚⊂)ェ糞整傭特別地域
曾⑳大規摸工業基地・∩β

図-1　主要な工業地域と湾岸整備

は
住
友
金
属
工
業
・
三
菱
電
機
・
花
王
石
鹸
な
ど
の
　
「
和
歌
山
県
北

部
臨
海
地
区
」
な
ど
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
工
業
開
発
に
よ
っ
て
、
用
地
や
用
水
の
不
足
が
生
じ
、
こ
れ

に
加
え
て
一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
環
境
破
壊
に
対
す
る
住
民
の
反

対
運
動
が
大
き
く
な
り
、
近
故
国
か
ら
の
工
場
脱
出
が
顕
著
と
な
っ

た
。
ま
た
、
一
九
六
四
年
の
　
「
近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
の
工
場
等

制
限
法
」
は
、
こ
の
よ
う
な
大
都
市
圏
か
ら
の
工
場
転
出
を
促
進
し

た
。一

方
、
こ
の
よ
う
に
大
都
市
圏
に
お
い
て
立
地
が
制
限
さ
れ
た
重

化
学
工
業
は
、
新
た
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
瀬
戸
内
地
域
に
求
め
た
。

瀬
戸
内
地
域
は
臨
海
工
業
の
立
地
の
た
め
に
十
分
な
条
件
を
備
え
て

い
た
。
第
1
に
、
波
が
静
か
で
築
港
し
や
す
い
、
第
2
に
、
遠
浅
で

あ
っ
て
埋
め
立
て
に
よ
り
用
地
取
得
が
容
易
で
あ
る
、
第
3
に
、
陸

上
と
海
上
の
交
通
が
と
も
に
至
便
で
あ
り
、
特
に
海
上
輸
送
に
よ
る

大
量
低
コ
ス
ト
輸
送
が
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
4
に
、
労
働
力
が

確
保
し
や
す
く
、
第
5
に
、
地
震
、
台
風
な
ど
の
災
害
が
少
な
く
、
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地
盤
が
堅
固
で
あ
る
、
等
の
優
位
性
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
加
え
、
一
九
六
二
年
に
策
定
さ
れ
た
一
仝
総
に
お

け
る
「
拠
点
開
発
構
想
」
が
瀬
戸
内
地
域
の
重
化
学
工
業
化
の
た
め
の
強
力
な

国
家
支
援
を
方
向
づ
け
、
そ
れ
を
受
け
て
地
元
自
治
体
も
工
場
誘
致
に
奔
走
し

た
。
拠
点
開
発
構
想
は
、
港
湾
等
の
施
設
整
備
と
大
規
模
な
工
業
集
積
を
拠
点

と
し
て
、
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
周
辺
の
開
発
を
ね
ら
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
構

想
の
も
と
で
、
重
点
的
な
工
業
開
発
地
区
と
し
て
、
一
九
六
二
年
の
　
「
新
産
業

都
市
建
設
法
」
　
に
も
と
づ
い
て
岡
山
県
南
、
中
海
な
ど
全
国
で
一
五
の
地
区
、

一
九
六
四
年
の
「
工
業
整
備
特
別
地
域
整
備
法
」
に
よ
っ
て
備
後
、
周
南
な
ど

全
国
で
六
地
区
が
指
定
さ
れ
た
。
(
前
頁
図
-
1
)
　
さ
ら
に
、
地
元
自
治
体
の

工
場
誘
致
に
お
い
て
も
、
固
定
資
産
税
の
減
免
、
埋
め
立
て
地
の
造
成
、
漁
業

補
償
交
渉
の
取
り
ま
と
め
、
土
地
所
有
者
の
売
却
の
取
り
ま
と
め
、
教
育
や
生

活
関
連
施
設
の
整
備
な
ど
、
多
様
な
優
遇
措
置
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

工
業
開
発
に
お
い
て
の
地
域
課
題

一
九
六
二
年
に
一
全
総
で
提
案
さ
れ
た
「
拠
点
開
発
構
想
」
　
で
は
、
「
大
規

模
な
開
発
拠
点
に
は
工
業
開
発
拠
点
と
地
方
開
発
拠
点
と
が
あ
る
。
前
者
は
主

と
し
て
大
規
模
な
工
業
等
の
集
積
を
も
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
周
辺
の
開
発
を

促
進
す
る
役
割
を
も
ち
、
後
者
は
大
規
模
な
外
部
経
済
の
集
積
を
も
た
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
も
つ
外
部
経
済
の
集
積
を
利
用
し
に
く

い
地
域
の
飛
躍
的
な
発
展
を
可
能
に
す
る
中
枢
主
導
的
な
役
割
を
も
つ
」
　
(
一

全
総
/
文
献
用
よ
り
抜
粋
)
　
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
中
国
地
方
の

よ
う
な
地
方
圏
で
工
業
開
発
を
行
う
た
め
に
、
二
つ
の
方
向
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
一
つ
は
、
各
地
域
が
東
京
や
大
阪
な
ど
の
大
都
市
圏
の
中
枢
機
能
を
活
用

す
る
方
向
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
地
域
内
で
中
枢
都
市
機
能
が
十
分
で
な
け

れ
ば
中
枢
性
を
充
実
す
る
方
向
で
あ
る
。
中
国
地
方
の
工
業
開
発
で
は
、
工
業

開
発
拠
点
は
数
多
く
整
備
さ
れ
た
が
、
地
方
圏
の
自
立
的
発
展
に
と
っ
て
不
可

欠
な
中
枢
性
育
成
の
た
め
の
地
方
開
発
拠
点
の
構
想
は
具
体
化
さ
れ
ず
、
か
ろ

う
じ
て
一
九
六
九
年
の
新
全
総
の
中
で
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
と
し
て
、
広
島
が

指
定
さ
れ
た
に
留
ま
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
工
場
開
発
拠
点
で
は
、
あ
く
ま
で
製

造
現
業
を
担
う
工
場
の
立
地
が
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
企
業
の
本
社
は
東
京

や
一
部
大
阪
に
立
地
し
て
い
た
。
特
に
、
鉄
鋼
、
化
学
工
業
、
石
油
精
製
、
非

鉄
金
属
の
各
種
工
場
で
は
、
"
場
所
借
り
〃
的
な
工
場
地
帯
を
形
成
し
、
こ
こ

の
工
場
地
帯
は
地
元
地
域
の
中
心
都
市
を
バ
イ
パ
ス
し
て
、
あ
る
場
合
に
は
広

島
な
ど
に
あ
る
支
店
・
支
所
を
通
じ
て
東
京
の
中
枢
機
能
に
直
結
し
て
い
た
。

中
国
地
方
に
多
く
の
空
港
が
建
設
さ
れ
て
東
京
便
の
路
線
が
充
実
し
て
お
り
、
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新
幹
線
の
高
速
化
が
強
く
求
め
ら
れ
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
企
業
の
階
層
的
な

構
成
が
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

中
国
地
方
を
取
り
巻
く
情
勢
変
化
と
課
題

中
国
地
方
で
は
、
戦
後
の
経
済
高
度
成
長
期
に
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
重
化
学
工

業
の
重
点
整
備
が
進
め
ら
れ
、
当
時
の
成
長
産
業
を
抱
え
た
た
め
に
そ
の
勢
い

に
乗
っ
て
地
域
経
済
の
水
準
も
つ
い
最
近
ま
で
安
定
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
こ
そ
こ
の
経
済
水
準
を
保
っ
て
い
た
た
め
に
そ
れ
以
降
、
成
長
産
業
の
導
入

や
新
規
産
業
の
創
生
に
遅
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
み
得
な
い
。
最
近
の
円

高
基
調
は
、
消
費
の
成
熟
化
と
景
気
の
低
迷
と
相
ま
っ
て
、
輸
出
産
業
を
中
心

と
し
て
中
国
地
方
の
産
業
全
体
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
地
域
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
的
展
開
の
も
と
で
地
域
産
業
の
空
洞
化
と

雇
用
不
安
の
拡
大
が
進
行
し
、
既
存
産
業
の
高
度
化
と
新
た
な
産
業
育
成
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
過
度
な
工
業
開
発
は
瀬
戸
内
海
や

中
国
山
地
に
お
け
る
自
然
・
生
物
環
境
を
大
き
く
破
壊
し
、
さ
ら
に
は
少
子
・

高
齢
社
会
の
到
来
と
地
方
財
政
の
逼
迫
の
も
と
で
、
地
域
の
持
続
的
発
展
に
は

大
き
な
危
機
感
が
抱
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
新
型
新
幹
線
の
導
入
や
高
速

道
路
網
の
充
実
に
見
ら
れ
る
高
速
交
通
化
や
、
情
報
通
信
技
術
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
高
度
情
報
化
の
到
来
に
よ
っ
て
、
中
国
地
方
に
お
け
る
都
市
や
地
域
間

の
競
争
や
連
携
・
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

中
国
地
方
に
お
け
る
地
域
発
展
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
案

中
国
地
方
の
こ
れ
ま
で
の
変
遷
と
当
面
の
地
域
課
題
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ

か
ら
の
中
国
地
方
発
展
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
措
け
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
中
国
地
方
に
含
ま
れ
る
個
々
の
地
域
に
お
い
て
は
し
っ
か
り
と
自
立

的
な
発
展
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
に
お
い
て
、
個
々
の

地
域
に
お
け
る
自
ら
¢
陣
罰
を
配
竃
モ
ズ
/
二
一
q
巨
虫
プ
d
l
♂
有
♂
血
判
カ
ト
い
尋

と
よ
り
、
関
西
、
九
州
、
㌢
ら
に
は
四
国
の
各
地
域
と
の
連
携
・
協
力
が
必
要

で
あ
る
。
こ
れ
ら
4
つ
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
は
瀬
戸
内
海
を
囲
ん
で
西
日
本
を
カ

バ
ー
し
て
い
る
。
瀬
戸
内
海
を
文
字
通
り
の
内
海
と
し
て
位
置
づ
け
、
関
西
と

九
州
の
問
に
瀬
戸
内
海
を
囲
ん
だ
交
流
圏
、
す
な
わ
ち
「
環
瀬
戸
内
経
済
文
化

圏
」
を
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
相
互
の
ゆ
る
い
結
び
つ
き
の
も
と
で
構
想
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
い
。
(
次
頁
図
-
2
)
　
こ
の
交
流
圏
は
必
ず
し
も
経
済
市
場
原

理
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
人
口
や
都
市
桜
能
が
集
積
す
る
京
阪
神
都
市

圏
と
九
州
北
部
都
市
圏
と
の
間
に
、
ほ
っ
と
息
の
つ
け
る
一
味
異
な
っ
た
圏
域

を
創
生
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

環
瀬
戸
内
経
済
文
化
圏
の
形
成
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
北
か
ら
南
へ
、
日

本
海
、
中
国
山
地
、
瀬
戸
内
海
、
四
国
山
地
、
太
平
洋
の
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
自

然
環
境
や
景
観
、
歴
史
文
化
を
う
ま
く
つ
な
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
う
ま

く
引
き
だ
た
せ
る
よ
う
な
連
携
や
協
力
の
あ
り
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
三
海
二

山
構
想
」
と
呼
ば
れ
、
一
九
九
八
年
に
策
定
さ
れ
た
新
た
な
全
総
計
画
に
対
す

る
中
国
地
方
か
ら
の
提
言
で
も
あ
る
。
中
国
地
方
は
お
の
れ
の
地
域
だ
け
に
視

野
を
限
定
し
た
の
で
は
自
ら
の
個
性
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
瀬
戸
内
海
を
囲
み
、

四
国
地
方
に
ま
で
目
を
向
け
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
圏
域
は
そ
れ
だ
け

で
完
結
す
る
も
の
で
な
く
、
東
は
関
西
、
西
は
九
州
と
重
層
的
に
重
な
り
合
い
、

当
該
国
城
に
含
ま
れ
る
各
地
域
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
隣
接
地
城
が
も
つ
高
次

な
都
市
機
能
や
交
通
機
能
な
ど
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
中
国
地
方
が
目
指
す
べ
き
基
本
的
な
地
域
政
策
の

方
向
は
、
個
々
の
地
域
の
自
立
的
発
展
と
相
互
の
連
携
・
協
力
と
い
う
次
の
二

つ
の
柱
に
沿
っ
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

第
1
の
柱
は
、
「
地
方
分
権
型
社
会
に
お
け
る
自
立
的
地
域
経
済
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
　
で
あ
る
。
地
域
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
が
遅
れ
、
全
国
的
に
も

先
行
し
た
人
口
減
少
・
高
齢
化
状
況
を
迎
え
て
い
る
環
瀬
戸
内
国
の
諸
地
域
に

お
い
て
は
、
地
方
分
権
型
社
会
に
お
け
る
地
域
の
自
立
的
発
展
支
援
の
た
め
の
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構
造
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。
高
速
交
通
の
時
代
に
お
い
て
は
、
瀬
戸
内
海
を
囲

ん
で
西
日
本
を
一
体
と
捉
え
る
こ
と
が
行
政
投
資
や
企
業
行
動
の
面
で
も
効
率

的
か
つ
合
理
的
で
あ
り
、
関
西
圏
と
九
州
圏
を
結
節
す
る
環
瀬
戸
内
経
済
文
化

圏
の
形
成
を
地
域
間
の
連
携
・
協
力
の
も
と
で
実
現
し
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
の
た
め
、
環
瀬
戸
内
経
済
文
化
圏
が
も
つ
諸
課
題
を
ト
ー
タ
ル
に
捉

え
た
政
策
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。
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中
国
地
方
の
社
会
基
盤
整
備
に
関
わ
る
主
要
課
題

政
策
検
討
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
河
川
を
中
心
に
す
え
た

流
域
圏
を
基
本
単
位
と
し
た
ま
と
ま
り
を
大
切
と
考
え
る
。

第
2
の
柱
は
、
「
地
域
間
の
連
携
・
協
力
と
環
瀬
戸
内
経
済
文
化
圏
の
形
成
」

で
あ
る
。
本
四
3
橋
時
代
を
迎
え
る
西
H
本
に
お
い
て
は
大
き
な
地
域
経
済
の

こ
こ
で
は
、
上
述
の
中
国
地
方
の
政
策
展
開
の
方
向
を
踏
ま
え
、
今
後
の
治

水
・
利
水
、
さ
ら
に
は
河
川
環
境
整
備
を
含
め
て
、
広
く
社
会
基
盤
整
備
に
関

わ
っ
た
主
要
課
題
を
整
理
す
る
。

①
社
会
基
盤
整
備
の
ね
ら
い
と
整
備
主
体
の
明
確
化

社
会
基
盤
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
企
業
行
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
産
業
構
造

変
化
に
対
応
し
て
地
域
の
自
立
的
発
展
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
基
盤
整
備
と
、

中
山
間
地
城
な
ど
条
件
不
利
地
域
の
政
活
を
ね
ら
い
と
し
た
社
会
政
策
の
一
環

と
し
て
の
整
備
は
峻
別
す
べ
き
で
あ
る
。
前
者
は
、
民
間
企
業
や
地
域
社
会
の

主
体
的
か
つ
自
立
的
な
発
展
を
支
援
す
る
た
め
に
公
的
主
体
に
よ
り
行
わ
れ
る

基
盤
整
備
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
事
業
の
費
用
対
効
果
が
重
視
さ
れ
る
。
こ
の
方

面
で
の
公
的
主
体
の
役
割
は
基
盤
整
備
の
段
階
に
止
め
、
そ
の
あ
と
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は
公
的
主
体
に
よ
る
規
制
誘
導
は
最
少
限
に
と
ど
め
、

民
間
企
業
や
地
域
住
民
な
ど
の
利
用
者
に
委
ね
る
。
ま
た
、
後
者
は
、
福
祉
的

な
弱
者
救
済
的
な
意
味
を
も
ち
、
最
低
限
の
生
活
水
準
を
確
保
す
る
た
め
に
行

わ
れ
る
生
活
基
盤
整
備
や
経
済
性
に
乗
り
に
く
い
地
域
環
境
の
維
持
の
た
め
の

環
境
基
盤
整
備
が
中
心
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
お
い
て
は
、
公
的
主
体
の

役
割
は
大
き
く
、
単
に
基
盤
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
そ
の
運
用
や
維
持
管
理
ま

で
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
事
業
の
採
択
に
あ
た
っ
て
は
、
単
に
費
用
対

効
果
だ
け
で
善
し
悪
し
を
判
断
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。
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社
会
政
策
的
な
意
味
合
い
に
お
け
る
基
盤
整
備
に
関
連
し
て
数
行
す
る
と
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
っ
て
、
河
川
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
環

境
の
保
全
の
担
い
手
で
あ
る
地
方
自
治
体
の
行
財
政
の
基
盤
そ
の
も
の
が
揺
ら

ぎ
つ
つ
あ
る
。
他
方
、
地
方
分
権
化
の
進
行
に
よ
っ
て
地
域
環
境
の
た
め
の
地

方
の
役
割
が
増
大
し
、
地
域
の
自
立
的
発
展
を
実
現
す
る
た
め
に
望
ま
し
い
地

方
行
財
政
の
枠
組
み
や
施
策
体
系
の
再
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
人
口
減
少
二
高
齢
化
が
地
方
の
行
財
政
や
地
域
環
境
に
も
た
ら
す
影
響
の

検
討
の
も
と
で
、
中
山
間
地
城
を
取
り
込
ん
だ
広
域
的
な
地
方
行
財
政
の
枠
組

み
を
検
討
し
、
さ
ら
に
民
間
活
力
の
活
用
や
費
用
負
担
の
あ
り
方
を
含
め
た
地

域
環
境
政
策
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
個
別
的
な
基
盤
整
備
を
超
え
た
地

域
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
再
構
築
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

②
地
域
間
の
競
争
と
連
携
・
協
力
を
踏
ま
え
た
社
会
基
盤
整
備

地
城
の
発
展
に
と
っ
て
は
、
よ
り
広
域
的
な
視
野
と
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
強
化
が
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
近
年
の
高
速
交
通
の
整
備
は
、

地
域
の
発
展
を
大
き
な
広
が
り
の
も
と
で
捉
え
る
こ
と
を
求
め
、
地
域
間
の
競

争
と
連
携
の
可
能
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
地
域
相
互
の
つ
な
が
り
の
急
速
な

変
化
と
、
地
域
経
済
構
造
の
変
化
の
中
で
は
、
高
速
交
通
整
備
や
情
報
・
通
信

基
盤
の
強
化
に
伴
う
地
域
の
広
域
拠
点
性
の
変
動
見
通
し
を
踏
ま
え
、
各
地
域

の
発
展
の
た
め
、
既
存
の
基
盤
施
設
を
い
か
に
活
用
し
て
互
い
の
連
携
・
協
力

を
進
め
る
か
の
検
討
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
国
の
支
局
や
各
府
県
は
産
業
、
学
術
、
研

究
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
個
々
の
行
政
範
囲
の
中

で
、
横
並
び
に
同
様
な
施
設
を
つ
く
り
、
県
民
な
り
府
民
に
個
別
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
き
た
傾
向
が
強
い
。
河
川
の
流
域
圏
を
も
と
に
し
て
適
度
な
規
模

の
都
市
が
分
散
的
に
位
置
す
る
中
国
地
方
に
お
い
て
は
、
広
域
的
な
交
流
の
動

き
に
あ
わ
せ
て
、
行
政
境
界
を
超
え
た
広
域
行
政
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
高
次
機
能
の
実
現
策
の
検
討
(
協
力
し
て
大
型

の
高
次
機
能
を
つ
く
り
出
す
)
、
機
能
分
担
・
重
複
投
資
排
除
施
策
の
検
討

(
相
互
に
機
能
を
提
供
し
合
い
、
無
駄
や
二
重
投
資
を
避
け
る
)
、
さ
ら
に
は
、

危
機
管
理
対
応
策
の
検
討
(
地
震
、
水
不
足
、
水
害
な
ど
の
危
機
管
理
に
備
え

る
)
な
ど
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

③
新
た
な
社
会
基
盤
整
備
の
方
向
に
つ
い
て

ま
ず
、
地
域
環
境
の
評
価
と
情
報
伝
達
手
段
の
確
保
の
た
め
の
基
盤
整
備
の

重
要
性
を
指
摘
し
た
い
。
経
済
社
会
の
成
熟
化
に
伴
う
人
々
の
価
値
観
、
生
活

様
式
の
多
様
化
に
よ
り
、
物
の
豊
か
さ
か
ら
心
の
豊
か
さ
を
重
視
す
る
方
向
に

変
化
し
て
い
る
。
女
性
や
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
進
展
に
よ
り
、
経
済
社
会
の

各
方
面
に
お
い
て
、
質
や
熟
度
の
高
さ
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
都

市
化
が
進
み
、
日
常
の
中
で
自
然
に
親
し
む
機
会
が
減
少
す
る
に
つ
れ
て
、
都

市
周
辺
の
自
然
豊
か
な
地
域
が
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
量
よ

り
も
質
、
所
得
よ
り
も
ゆ
と
り
が
重
視
さ
れ
、
国
土
の
保
全
の
観
点
か
ら
も
自

然
環
境
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
ゆ
と
り
や
く
つ
ろ
ぎ
の

場
、
豊
か
な
自
然
環
境
は
山
間
上
中
流
域
に
多
く
見
ら
れ
、
人
口
が
集
積
す
る

都
市
と
離
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
都
市
や
地
域
の
施
策
に
取
り
込
む
こ
と

は
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
地
域
の
魅
力
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
、
さ
ら
に
は
水
、
空

気
な
ど
の
環
境
要
素
の
価
債
の
計
量
化
と
政
策
評
価
へ
の
反
映
、
そ
し
て
そ
の

た
め
の
都
市
と
周
辺
地
城
を
結
ぶ
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
に
わ
た
っ
て
必
要
と
言
え
る
。

ま
た
、
中
国
山
地
や
河
川
の
総
合
共
同
管
理
を
、
行
政
、
企
業
、
市
民
、
N

P
O
、
N
G
O
お
よ
び
研
究
者
の
参
加
の
も
と
で
実
践
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
総
合
共
同
管
理
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
そ
の
も

の
を
社
会
的
共
通
資
本
と
し
て
位
置
づ
け
、
地
方
自
治
体
な
ど
公
的
主
体
に
お

い
て
は
そ
の
形
成
を
支
援
し
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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